









格里拉）方言群 rGyalthang（建塘）下位方言群に属する各種方言 1は、瞿靄堂・金效静 (1981)
や張濟川 (1993)などの先行研究がカムチベット語の中の独立方言とみなす「迪慶方言」を代表
する方言群であるといえる。この方言群を代表する rGyalthang 方言は、陸紹尊 (1990, 1992)、
Hongladarom (1996, 2000, 2007ab)、Wang (1996)、《中甸県誌》(1997:147-153)、《雲南省誌》











する方言群の中では良好な部類に入ると考えられる。呉光范 (2009:295 3 )によれば、吹亞頂村
の人口は 171人で、この数を Choswateng方言の話者数と見積もることができる。
1 方言区分に関する最新の見解は鈴木 (2014) を参照。rGyalthang 下位方言群に属する方言は、現段
階では香格里拉県建塘 [rGyal-thang]鎮、小中甸 [Yang-thang]郷、格口自 [sKad-grags]郷、三土霸郷およ
び洛吉郷に分布する。
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両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
前 後
閉鎖音 無声有気 ph th úh ch kh
無声無気 p t ú c k P
有声 b d ã é g
破擦音 無声有気 tsh úùh tCh
無声無気 ts úù tC
有声 dz ãü dý
摩擦音 無声有気 sh ùh Ch çh xh
無声無気 s ù C ç x h
有声 z ü ý J , H
鼻音 有声 m n ï ő N
無声 m˚ n˚ ő˚ N˚
流音 有声 l r
無声 l˚ r˚




































´nda wa「月（天体）」、`úùhW őiP「泉」、´pW sha「息子」、¯C@ lj@「梨」
3. ３音節語
¯HlA˜ mbw@ úùh@「象」、´ChA˜: ka ljOP「蝶」、´nO˜ ha n˚thAP「シャツ」
4. ４音節語
`HlO˜ Ha ùhe˜j pO˜「柳」、¯HNW ja: khO˜ bW「みかん」、´Pa w@ őe tsw@「鸚鵡」
３、４音節語と考えられるものの中には、１～２音節ごとに個別の声調を担うものもある。
たとえば´sE˜ ´Hzu sha「キッチン」、¯Hna lo ´n˚thA: sha「イヤリング」などがある。










人称 単数 複数 双数
１ ´Na ´Pa wo ke˜ ´Pa wo n@j
ˆPa na ke˜ [排除] ˆPa na n@j [排除]
２ `tCh0P ˆtCh0P ïA: ke˜ ˆtCh0P ïA: n@j








格 １人称単数 ２人称単数 ３人称単数
絶対格 ´Na `tCh0P ¯khw@
属格 ´ői: ¯tChiP ¯kh0:
能格 ´NE: ¯tChuP ¯kh8: / `kh8:-j@






(1) ˆPa na ke˜-φ `tCh@ j@ `tCh0P-φ ´ma-n˚thõ-reP





事物 ¯ndj@ / ¯ndj@ / ¯P@ ndj@ ¯wo tje / `tj@ ¯Pa tje
場所 ˆnde za / ´ndi je / ´ndi duP ˆHo tje / ˆHo duP / ˆte duP ¯Pa tje za / ˆphu duP
３人称代名詞と同形の/¯khw@/も既知の人・事物に関する指示代名詞「それ」として機能する。
複数の事物を示す形式に、/¯Pa ői ch@/「これら」、/¯Pa t@ ch@/「あれら」がある。







(2) ¯ndj@ `phAP-φ-t@ ´Pa ődýi-t@ ´reP
この ぶた-[絶]-[主] 1.[属]-[名] [判]
このぶたは我々一家のです。
(3) ´Pa na-φ ˆphu duP ´ndOP
我々一家 あそこ [存]
我々一家はあそこに住んでいます。
(4) ¯Ce wa-ndj@-φ `htjeP-sha ˆka: ze ´reP




(5) `tCh0P-φ ¯shW-φ ´jı˜
2-[絶] 誰-[絶] [判]
あなたは誰ですか？
`tCh@ 6「何」、´k@ djW / ´k@ ljW「何」




(7) ´Pa wo ke˜-φ ´ka le ´lO˜-φ ´Ngw@
1.[複]-[絶] どの 道-[位] 行く
我々はどの道を行きましょうか？
ˆka: ze「どこ」
(8) ¯Ce wa-ndj@-φ `htjeP-sha ˆka: ze ´reP
もの-[指]-[絶] 与える-[名] どこ [判]
このものを渡す場所はどこですか？
ˆka: j@「どこで」



























(15) ¯ndj@ ´p@ ùha-φ ¯Hdýi ´kO˜ ˆk@ ýeP ´reP
この 牛肉-[絶] 500g １ いくら [判]
この牛肉は 500gいくらですか？
`tCh@ j@ 7「なぜ」




(17) ¯shW-φ ´ze jı˜ n@ ´Ngw@ ˆma- hpuP
誰-[絶] としても 行く [否]-あえてする
誰であっても行く勇気はありません。




















´sE˜ ´Hzu「ごはんを作る」 ´sE˜ ´Hzu-sha「キッチン」





(20) ´Na-φ ¯kh8: ¯HéO˜-t@-φ ´őe˜-HdO˜
1-[絶] 3.[能] 歌う-[名]-[絶] 聞く-愛する
私が彼が歌うのを聞くのが好きです。
/n@/は主に「人、行為者、道具」を表す名詞句を形成する場合に用いられる (21, 22)。
(21) ´phej dz@-φ `úùhAP-n@-φ ¯tCh0P-φ ´Pa-ze˜
コップ-[絶] 壊す-[名]-[絶] 2-[絶] [疑]-[判]
コップを壊したのはあなたですか？
(22) ´Pa ljW-φ-de ´Cwa-φ `HzO˜-n@-φ ´reP




(23) ¯kh8:-φ ´Hzw@-th0˜-t@ ¯tshaj-φ ´ma-üõ
3.[能] 作る-[達]-[名] おかず-[絶] [否]-おいしい
彼が作ったおかずはおいしくありません。




(24) ´pe: g0:-φ ˆkwe˜-n@ ´çi:-φ ´ka: ´pa-Ngw@-reP
チベット服-[絶] 着る-[名] 子供-[絶] どこへ [方]-行く-[判]
チベット服を着た子はどこへ行ってしまいましたか？
以上に述べた以外に/jAP/という名詞化接辞があり、「不確定の出来事」を表す (15)。
(25) ´Na-φ ¯tCh0P-φ ¯HNWj-φ ¯Hlõ ¯Hãüe:-jAP-φ `húuP-hsO˜





(26) ˆHo tje-t@ ˆkho ïA: ke˜-φ ¯l˚a mw@-φ ´n˚thõ-sha-j@ ¯sha úùha-φ ´jı˜




(27) ´Na-φ ˆHõ-t@ `htCiP `htse la ´ùõ mw@ `n˚O˜-CO˜







形式 S/A/P標示 非 S/A/P標示
無標（φ） 絶対格 （位格）
j@ 能格
ji / j@ 属格
hE˜ 具格
ts@ / w@ / t@ 与格
n@ / wa 位格




























(29) `tCh0P-φ ´Hzo-t@ ¯tChõ-φ ´ka: ´j0P
2-[絶] 作る-[名] 家-[絶] どこ [存]
あなたが建てた家はどこにあるのですか？
自動詞、形容詞述語の主語
(30) ¯Pa tje ´ùhe˜j phu˜-φ `hkO˜-d@ `ùh@-n@
あの 木-[絶] 乾燥する-[接続] 死ぬ-[現認]
あの木は枯れて死んでいます。
他動詞の被動者







(31) ¯ndj@ ´ji é@-φ ˆk@ zoP ¯ndE˜j
この 文字-[絶] どう 読む
この文字はどのように読みますか？
他動詞の行為者
(32) ´ti: ´Na-φ `tCh0P-φ ¯tj@-φ `htE˜-z@
後ほど 1-[絶] 2-[絶] あれ-[絶] 見せる-[未]
後ほど私はあなたにそれを見せましょう。
受益者








(35) ¯khw@-φ `tCh0P-φ ˆta li ˆwãP







(36) ¯tChuP ¯Ngu le: ¯m˚je˜-φ ˆ˚ïúùha-n@
2.[能] さっき 薬-[絶] 食べる-[現認]
あなたはさっき薬を飲みました。
行為者が被動者より後に来る場合 13



















(40) ¯tChuP ´Na-j@ ˆrAP-t@ `ùhe˜j-ýiP-φ ´˚NkhO:
2.[能] 私-[能] する-[名] 薪-１-[絶] 持って入る
あなたは私が割った薪を持って入りなさい。
使役文の使役者も能格で現れる。




(42) ¯wo tje-φ ´Na-φ ´˚ïúùha ´ő@-ùhe:
あれ-[絶] 1-[絶] 食べる [否]-知っている
あれは私は食べることができません。
(43) ´Pa wo ke˜-φ ¯khw@-φ ´˚ïúùha ˆma-úùhuP-k@








(45) `tCh0P-φ `n@-j@ ´Ce ra-φ ˆma-rAP










(47) ¯ndj@ ¯hsę: cA:-φ `shW-ji-t@ ´reP
この 金のコップ-[絶] 誰-[属]-[名] [判]
この金のコップは誰のものですか？
なお、/t@/という音形には多数の意味が存在し、次の例のように１文中に共起することもある。
(48) ¯ndj@ ´j@ é@-φ-t@ `tChiP-t@-φ `Pa-reP ´t@ `tChiP-t@-φ







(49) ¯tj@ `HgO˜-φ-t@ ´Hdo Hdý@-j@ `húùAP-hE˜ ˆHdO˜-reP
あの 箱-[絶]-[主] [人名]-[能] 鉄-[具] 打つ-[判]
あの箱は、ドジュが鉄で打って作りました。
道具
(50) ¯tj@ `tsh@-φ-t@ ¯l˚a mw@-j@ ´ùhe˜j Hée-hE˜ ´HdO˜









(51) ´Na-φ `tCh0P-ts@ ´khO˜ mw@ `htCiP-φ ¯ñ˚chW
1-[絶] 2-[与] 桃 １-[絶] 洗う
私はあなたのために桃１個を洗います。
(52) `tCh0P-φ ´mbe duP-w@ ¯úùhW-φ ˆts@ k@ `htOP
2-[絶] 花-[与] 水-[絶] 少し 撒く
あなたは花に少し水をやりなさい。
(53) ¯kh8: ´w@ `kho-t@ ´j@ é@ htCiP-φ `htjeP-thi









(55) a `tCh0P-φ `kho-ts@ ¯Pa kW ´mbeP
2-[絶] 3-[与] おじさん 呼ぶ
あなたは彼に向かって「おじさん」と呼びなさい。
b `tCh0P-φ ¯khw@-φ ¯Pa kW ´mbeP





(56) ˆr@-n@ ˆùhõ: tse la-φ ˆmO˜-reP
山-[位] きのこ類-[絶] 多い-[判]
山にはきのこ類が多いです。
(57) ¯kh8: ´ùhe˜j phu˜ `hta-ýiP-φ ˆri: ˆrAP-thi
3.[能] 木 馬-１-[絶] くくりつける-[完]
彼は木に馬をくくりつけました。
また、「～にとって」という表現で用いられる。
(58) ˆNa-n@ ´tC0 xwa-φ ˆmi mje-Ha `hsO˜-CO˜






(59) ¯C@ lj@ ¯HNa ˆnO˜ ni ¯kh8: ¯hsõ-φ ˆ˚ïúùha-thi
梨 ５-[絶] 内 3.[能] ３-[絶] 食べる-[完]
５個の梨の中で、彼は３個食べました。
(60) ´lw@ ¯hsõ ¯˚NE˜ ´Na-φ ˆNgw@-őO˜







(61) `HlO˜-φ-t@ ˆte duP-tsh@ ˆHõ-n@
風-[絶]-[主] あちら-[奪] 来る-[現認]
風はあちらから来ています。
(62) ˆHde Hge-tCi ¯l˚a sha ´nE: p@ la ¯ődýO˜ thAP-φ ´ka ýe ´j0P




(63) ¯ndj@ ´mbe duP-φ ¯tje ´mbe duP-peP ˆődýi:-n@
この 花-[絶] あの 花-[比] 美しい-[現認]
この花はあの花よりきれいです。
(64) `tCh0P-φ ˆNa-peP ´Hdý0:-tsha ji `ődýuP







0 ¯húùW ´ő@ ùhW
1 `htCiP `húùo: ýiP ´ő@ ùhW `htsa: htCiP
2 ¯n@j ¯húùo: n@ ´ő@ ùhW `htsa: n@j
3 ¯hsõ ¯húùo: hsõ ´ő@ ùhW `htsa: hsõ
4 ´ü@ ¯húù0: ü@ ´ő@ ùhW `htsa: ü@
5 ¯Na ¯húùE: Na ´ő@ ùhW `htsa: Na
6 `úOP `húù@ úOP ´ő@ ùhW `htsa úOP
7 ¯HdE˜ ¯húù0: HdE˜ ´ő@ ùhW `htsa: HdE˜
8 `HdýeP `húù0: HdýeP ´ő@ ùhW `htsa: HdýeP
9 ¯HgW ¯húù0: HgW ´ő@ ùhW `htsa: HgW
㕥ᮌ༤அ
㻝㻢


























(65) `n@ {htCiP / ¯n@j}
人 {１/２}
１人の人/２人の人


















´mi mje「小さい」、`hso hsOP「薄い」、ˆnAP nAP「黒い」
3. １音節語幹＋接尾辞
´re˜j bw@「長い」、¯htõ ba「空の」、`hCi: çha「明るい」
4. ２音節語






(68) ´Na-φ ´mbe duP ¯HmO HmO: ´Hdýe pa-φ ´j0P






































¯Pã / `Pã mboP
存在動詞 ´j0P ´őEP
`n˚O˜ ´ő@-n˚O˜ / ´ma-n˚O˜










(72) ´Na-φ ¯lo sę-φ ´me˜
1-[絶] 先生-[絶] [否/判]
私は先生ではありません。
(73) ¯khw@-φ ¯phAP-φ ´reP
3-[絶] ぶた-[絶] [判]
それはぶたです。
(74) ¯Hlo HzO˜ d@ htCiP ¯l˚a mw@ `n@j ka-φ ´Cwo se˜-φ `Pã mboP
[人名] と [人名] ２人-[絶] 学生-[絶] [判]
ロゾンとラモの２人は学生です。
過去の事柄について判断を表す場合、/´reP/が用いられる傾向にある。
(75) ¯khw@-φ `˚NE˜-t@ ¯lo sę-φ ´reP
1-[絶] 以前-[主] 先生-[絶] [判]
彼は以前先生でした。
推測を述べる場合には、判断動詞に後続する要素が存在するのを前提に、/´jı˜/が用いられる。
(76) `tj@ ´Pa ljW-φ-d@ ´kho ődýi-t@ `Pa-jı˜-Hýe:-n˚O˜











(78) ´Na-φ ˆPa dAP ´ji é@ ¯mbu˜ htCiP-φ ´j0P
1-[絶] 宗教経典 巻 １-[絶] [存]
私は１巻の宗教経典を持っています。
(79) ´Na-φ ´pej tCı˜ ´ndOP
1-[絶] [地名] [存]
私は北京にいます。





(81) ¯tChõ ¯˚NE: ma-t@ ´ndzO˜ mba `htCiP-φ ¯n˚O˜
家 前-[主] 橋 １-[絶] [存]
家の前には１本の橋があります。
次のように、話者がその存在をよく知っているが見えない場合は/´j0P/が選択される。





(83) ´ti ői: `tCh0P-φ ´ka: ´ndOP




(84) ˆ˚ïúùha-z@-φ `tCh@-ýiP-φ ´őEP
食べる-[名]-[絶] 何-１-[絶] [否/存]
食べるものは何一つありません。
(85) ¯Pa ői: ¯tChõ ¯Hőı˜-φ ´ma-n˚O˜
祖父 家 古い-[絶] [否]-[存]
祖父の古い家はなくなっています。







(87) ¯tChõ ˆnO˜ ni ¯ïã0: m@-φ ˆHdeP-n@
家 内 客-[絶] いる-[現認]
家の中にはお客がいます。
(88) ´ői: ´pW sha:-φ ˆma-HdeP-n˚O˜
1.[属] 息子-[絶] [否]-いる-[判]
私の息子がいなくなりました。








































(92) ¯khw@-φ ˆNa-peP ´lw@ ¯hsõ `úùh@
3-[絶] 1-[比] 年 ３ 大きい
彼は私より３歳年上です。
(93) ¯m˚jE˜-φ ˆ˚ïúùha-t@-peP ¯khOP ´HdýOP ˆjAP-reP




(94) `khw@-φ-t@ ´kho ődýi ¯pã ˆnO˜ ni ¯ke˜ `n˚tho wa-n@
3-[絶]-[主] 3-[属] クラス 内 最も高い-[現認]
彼は彼らのクラスの中で最も背が高いです。
(95) ˆő0:-CO˜ ´na ¯ke˜ `úùh@ wa-φ ´ő0:























(97) ´shO˜ n@ `úùhW tsh0P ¯húùW ´w@-Ngw@-z@





(99) ´NE: ´j@ é@-φ `kho-t@ ˆp@-htjeP








(100) a ´Na-φ ¯ha ´ő@-gw@
1-[絶] [否]-わかる-[判]
私はわかりません。（１つもわかるところに達していない）




















(103) ¯khw@-φ-t@ ¯tshõ mba-φ ˆkA:-ze˜
3-[絶]-[主] 商人-[絶] [否]-[判]
彼は商人ではありません。









(105) ¯ndj@ ´j@ é@-φ-t@ `tChiP-t@-φ `Pa-reP
この 本-[絶]-[主] 2.[属]-[名]-[絶] [疑]-[判]
この本はあなたのですか？
選択疑問文の場合は疑問接頭辞がついた述語動詞に由来するであろう´Pa rePが用いられる。
(106) `tCh0P-φ `mi Cje˜-φ ´˚ïúùha-z@ ´Pa reP ´@~ sę-φ





(107) ¯ndj@ ¯ùha-φ-t@ `hta-Hde: n@ t@ ˆődýi:-n@ de





















-z@, -úù@, -Hdý@, -tCi
2. TA接辞-2


























(109) `tCh0P-φ `shW-ts@ ˆú@-z@
2-[絶] 誰-[与] 尋ねる-[未]
あなたは誰に尋ねるのでしょうか？




(111) `tCh0P-φ ´t@ re˜j ´Ngw@-úù@-jı˜ ´t@ ´shO˜ n@ ´Ngw@-úù@-jı˜
2-[絶] 今日 行く-[予未]-[判] または 明日 行く-[予未]-[判]
あなたは今日行くつもりですか、それとも明日行くつもりですか？
-Hdý@（状態、習慣）
(112) ´Na-φ ˆrO˜ rO˜ ´Pa: `tj@ Hõ ïãa ˆk@ zoP ´jeP-Hdý@-reP `hsO˜-n@
1-[絶] 自身で ああ あのように どう する-[状態]-[判] 思う-[現認]
私自身「ああ、どうやったらあのようになるのか」と思います。
(113) ¯khw@-φ ´mi: the˜ ˆkwo mı˜ ´jı˜-Hdý@-reP
3-[絶] いつも 過敏症のある [判]-[状態]-[判]
彼はいつも過敏症のある状態です。
-tCi（完了状態）













(117) ´t@ re˜j ´úùhğ Ha ´nda nde-φ ˆpOP-ChoP





(118) ´Na-φ ¯nde za ´lw@ ¯húùW ´ő@ ùhW-φ `Hde:-th0˜
1-[絶] ここ 年 10 20-[絶] 住む-[完]
私はここに数十年住んでいました。




(120) ¯khw@-φ ˆt0: `hse: ˆma-th0˜
3-[絶] まだ 目を覚ます [否]-[完]
彼はまだ目を覚ましていません。
-thi（達成）




(122) ¯khw@-φ ´Ho-Ngw@-tshę ˆjı˜ t@ ´Na-φ ¯Ngw@ ˆHõ-wa-sh@
3-[絶] [方]-行く-[完] のち 1-[絶] ちょうど 来る-[過]-[?]
彼が出ていってから、私がちょうど来ました。
-wa（過去）




(124) ´Na-φ ˆHõ-t@ `htCiP `htse la ´ùõ mw@ `n˚O˜-CO˜
1-[絶] 来る-[名] １ とても おいしい においがする-[受]
私は（部屋に）入るなりとてもよい香りがしました。（いい気持ちです）
受益以外に、発話者による行為が近く完了した近過去の意味でも用いられる。




(126) `tCh0P-φ ´ő0:-t@ ´j@ ée-φ ´Na-φ ¯ke˜ `hta-őO˜
2-[絶] 買う-[名] 本-[絶] 1-[絶] すべて 見る-[経]
あなたが買った本については、私はすべて読んだことがあります。
(127) ´Na-φ ¯khw@-φ `n˚tsha ˆNgw@-őO˜


















(131) ¯khw@-φ ¯lo sę-φ `Pã-Hýe:-caP
3-[絶] 先生-[絶] [判]-[推]-[伝聞]
彼は先生だそうです。
























(137) ´Na-φ ¯tChuP ´ői-ts@ `˚Nõ-th0˜-wa-n@ ¯hs@ jã-φ ´˚ïúùha






(138) `tCh0P-φ la ¯ha ´ma-gw@-´ja
2-[絶] も [否]-知っている-[疑]
あなたも知らないのですか？（いや、知っているでしょう？）











(141) `tCh0P-φ ´j@ é@-φ `hta-ýiP
2-[絶] 本-[絶] 見る-[気]
あなたは本を読みなさい。


























(146) `tCh0P-φ ´ka ze˜ ´˚ïúùha-Ngw@
2-[絶] いつ 食べる-行く
あなたはいつ食べに行きますか？
(147) ´Na-φ `jı˜ hkeP-φ ¯HýO˜-HdO˜-n@
1-[絶] 英語-[絶] 学ぶ-愛する-[現認]
私は英語を学ぶのが好きです。







(149) ´kho ődýi ´pW sha:-φ-t@ `hkO˜-jO˜ ¯hkO˜ rı˜ `HdýAP-jO˜ ¯HdýAP pa





(150) ´tho: r@ ´shA: ´tho: r@ ´cO˜
時に 暑い 時に 寒い
時には暑く、時には寒いです。
´jO˜＋動詞句＋´jO˜＋動詞句「～したり～したりする」
(151) ´jO˜ ´˚ïúùha ´jO˜ ´ma-˚ïúùha
たり 食べる たり [否]-食べる
食べたり食べなかったりします。
´me˜ na t@＋動詞句＋´me˜ na t@＋動詞句「～するか～するかである」
(152) ¯ndj@ ´j@ é@-φ ´me˜ na t@ ´p@-htsõ ´me˜ na t@ `n@ k@-t@ ˆp@-htjeP
この 本-[絶] するか [方]-売る するか 他人-[与] [方]-与える
この本は、売ってしまうか、ほかの人にあげなさい。
´pu＋形容詞＋´pu＋形容詞「より～ならより～」/ ˆpu-peP ´pu 24＋動詞句「どんどん～」
(153) `tCh0P-φ ˆpu-peP ´pu ´ma-φ `ïãa-n˚O˜
























と呼ぶことができる：/la/ 25「～も（また）」、/ˆrO˜ rO˜/「～自身（で）」、/¯ke˜ ke˜/「みんな（で）」、/`htse
la/「とても」など。副詞は基本的に修飾する動詞句の直前に置かれる。ただし/la/は名詞句に後
続する形で用いられる。
(157) `khw@-φ-t@ ˆrO˜ rO˜ ´ja: `htse la ¯hsO˜
3-[絶]-[主] 自身 上の とても 思う
彼は自分自身誇らしいととても思っています。
(158) ¯khw@-φ ´Ngw@-C@: ´na ´Na-φ ¯la ´Ngw@






























































(170) ¯Po ndzo ´je:-Hg0: ´Pa reP
このように する-[必要] [付加疑問]
このようにするべきですよね？
(171) `tCh0P-φ ¯hpe˜-φ ´kA:-ndOP `Pa jı˜




(172) `tCh0P-φ `mi Cje˜-φ ´˚ïúùha-z@ ´Pa reP ´@~ sę-φ




(173) ¯ndj@ ´j@ é@-φ-t@ `tChiP-t@-φ `Pa-reP ´t@ `tChiP-t@-φ





















(177) ´Na-φ ´˚ïúùha-´ma-őO˜ ´jO˜ ´mı˜
1-[絶] 食べる-[否]-[経] も [判/否]
私は食べたことがないわけでもありません。
(178) ¯khw@-φ ´Ngw@ ´C@: ´na ´Na-φ ´la ´Ngw@
3-[絶] 行く 言う ならば 1-[絶] も 行く
彼が行くというのなら、私も行きます。
諾否疑問文の埋め込みでは、埋め込まれた文に補文標識/-tCi/を伴うことが多い。
(179) ´kho ődýi ´ma-φ ¯khw@-φ ´je é@-φ ¯Pa-ndE˜j-tCi `hsO˜-ts@
3.[属] 母-[絶] 3-[絶] 本-[絶] [疑]-読む-[補] 思う-[気]
彼の母は彼が勉強するかどうか心配しています。
疑問詞疑問文の埋め込みでは、補文標識を伴わない。
(180) ¯tChuP-φ ´Pa ni-φ ´mbejP ¯tCh@-φ ´jeP-Hdý@ ´sę:
2.[能] おば 呼ぶ 何-[絶] する-[状態] 言う
あなたはおばさんを呼んで何をするように言うのですか？
(181) ´Na-φ ˆrO˜ rO˜ ´Pa: `tj@ Hõ ïãa ˆk@ zoP ´jeP-Hdý@-reP `hsO˜-n@





(182) `tCh0P-φ ´tow fu-φ ´ő0: ´Na-φ ¯ùha-φ ´ő0:-Ha
2-[絶] 豆腐-[絶] 買う 1-[絶] 肉-[絶] 買う-[気]
あなたは豆腐を買って、私は肉を買いますね。
(183) ¯khw@-φ ¯Hdýa hkeP-φ-la ¯Chi: ¯jı˜ hkeP-φ-la `Chi:-reP




(184) ¯tje-φ ¯tChõ-φ ¯hta ´na ¯n@-φ `HdeP-n˚O˜
あの 家-[絶] 見る と 人-[絶] いる-[判]
あの家を見ると、人がいます（いるのが目視で確認できます）。
(185) ´Na-φ `úùhW tsh8P ¯HdýeP ˆHo la ¯ts@-´ma-Hõ ´na `tCh0P-φ







(186) ´Na-φ ´˚ïúùha-tshę-´ma-th0˜ ´na ˆ˚ïúùha-g0:
1-[絶] 食べる-[完]-[否]-[完] ても 食べる-[必要]
私は食べ終えることがなくても、食べたいです。
n@ t@ 28「～のあと、～なので」
(187) ˆ˚ïúùha-th0˜ ˆn˚thO˜-th0˜ n@ t@ ´tsh8˜ ja-φ ¯htsõ-n@-φ




(188) `tCh0P ïA: n@j ka-φ `˚NE˜ htCiP őa ¯ha ˆkw@-ze˜ n@ t@ ´Na-φ ´tE˜





(189) ´sE˜-φ ´˚ïúùha ´re˜j ´j@ é@-φ ´ma-ïãüOP
ごはん-[絶] 食べる とき 本-[絶] [否]-見る
ごはんを食べているときに本を読むな。
´ti:「～のあとで 29」
(190) ´Na-φ ¯˚NE˜ ´Ngw@ ´ti: `tCh0P-φ `ùhuP
1-[絶] 先に 行く するので 2-[絶] 来る.[命]
私は先に行きますから、そののちあなたはあとで来なさい。
´ma ý@ t@「～しないだけでなく」
(191) ˆCwa-φ-t@ ´Pa ljW-φ `hcaP ´ma ý@ t@ `m˚phWP ő˚a-w@
ねずみ-[絶]-[主] 猫-[絶] 恐れる しないだけでなく 追い払う-[？]
ねずみが猫を恐れない上、（ねずみが猫を）追い払います。
¯tha hE˜ 30「～のために」
(192) ¯khw@-φ ´peP-φ ´ze˜ ¯tha hE˜ ˆpeP hkeP-φ ¯hCeP-Chi:-n@














[絶] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 絶対格
[能] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .能格
[与] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .与格
[属] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .属格
[位] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .位格
[具] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .具格
[奪] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .奪格
[比] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 比較格
[名] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .名詞化標識
[複] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .複数
[双] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .双数
[量] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .量詞
[判] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 判断動詞
[存] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 存在動詞
[重] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .重複
[命] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 命令形
[否] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 否定辞
[方] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 方向接辞
[疑] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 疑問接辞
[未] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .不確定未来
[予未] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .予定未来
[進] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .進行
[過] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .過去
[完] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 現在完了
[達] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .達成
[経] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .経験
[受] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .受益
[推] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .推測
[気] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 語気助辞
[補] . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 補文標識
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